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１．はじめに
２０１２年８月１０日から渡独し８月２４日までハ
ンブルクに滞在した。ハンブルクではハンブ
ルク大学のゲストハウスに滞在し，同大学資
本市場研究所のハルトムート・シュミット教
授（Professor Dr. Hartmut Schmidt）と研
究交流を行った。シュミット教授は証券市場
論の専門家であるが，最近日本でも重視され
始めている学校における金融教育がドイツで
はどのように行われているか，を私の方から
問題として取り上げた。そしてドイツで調査
を希望する旨を述べた。というのは日本にお
いては，全国証券ゼミナール大会で数年前か
らこのテーマが設定されていて，私の学部ゼ
ミ生がここ２・３年この部会に参加している。
また，このテーマでは英米の実情についての
研究はかなり前から蓄積されているが，欧州
についての情報はまだ少ない１）。また日本に
おいては端緒に付いたといってもよいほど比
較的新しく，最近急速に関心が高まってきて
いる。また近年教育学系の大学を中心として，
日本において，また当大学所在の札幌市他に
おいてもこのテーマで授業が展開されている
所も出始めてきているからである２）。
以上のことを話していくと，シュミット教
授は日本における金融教育の焦点や実施機関
等について質問を出し，こちらの関心のあり
かを探ってくれた。そこで私が知っている限
りでこれらのポイントをまとめ，これにもと
づき報告した。この結果シュミット教授はい
くつかの金融機関のこの問題での担当者に電
話を入れ，２件ではあったが，聞き取り調査
の予約を手配してくれた。
最初の１件目はウィルへルム・フォン・フィ
ンク・ドイチェ・ファミリー・オフィス社
（Wilhelm von Finck Deutsche Family Of-
fice AG）の専務（Generallbevollmächtigter）
をしているトーマス・ボルグハルト（Thomas
Borghardt）氏であった。氏への聞き取り調
査にはシュミット教授も同席してもらい，８
月２０日午前１０時から約２時間ドイチェバンク・
ハンブルク支店の３階の間において独語で行
われた。同社は不動産，中小企業経営，税制，
法務上のコンサルタントを専門とする会社で
ある。この関係で同族・家族に対し，相続や
事業継承問題でのアドバイスや金融教育を行
キーワード：金融教育，生徒の銀行業，ハンブルク貯蓄銀行（Haspa）
北星論集（経） 第５３巻 第１号（通巻第６４号） September２０１３
― 149 ―
う業務をも取り込んでいるとのことであり，
その業務内容が解説された。
次の２件目はハンブルク貯蓄銀行（Ham-
burger Sparkasse，略称 Haspa）の役員会ス
タッフ（Bereich Vorstandstab）で顧客向け
広報（Marktkommunikation，Leitung Kom-
munikation Privatkunden）を担当するライ
フ・イプセン（Leif Ipsen）氏であった。こ
れにはシュミット教授は同伴せず，８月２２日
午前９時から本店会議室にて私とこの滞在時
途中から合流した当大学修士課程在学中の竹
田哲とで１時間，英語でヒアリングを行った。
以上の２件の聞き取り調査のうち１件目は
話の内容が込み入っているうえ，資料も提供
してもらえなかった。それに対して後者では
聞き取りの際に，同貯蓄銀行が発行していた
パンフレットが提供された。そこでこれを抄
訳することで，ドイツにおける金融教育の一
端を紹介していきたい。このパンフレットは
１１ページからなり，表題はSchüler banking.
Wissen zalt sich aus.である。直訳すると
「生徒の銀行業，元の取れる学習」となる３）。
なお括弧内の数字はこのパンフレットのペー
ジを示す。（以下では顧客向けのパンフレッ
トであるため，文体を「ですます」体で記述
することを断っておきたい。）
２．パンフレットの抄訳
・理論から実践へ（２ページ～）
学校は若者が人生において備えておくべき
課題に対して責任を負っています。彼らが日
常生活と卒業後の職業生活において，充分な
心構えができる基本知識を身に付けさせるこ
とが必要です。そのためには一つの重要なテー
マを見逃してはなりません。一般的金融教育
の必要性です。近年このような知識はますま
す重要となってきています。というのは金融
事情が複雑性を増し，個人破産を宣告する家
庭が増大しているためです。
・強力な四つのサポート機関と確固としたコ
ンセプト
学校における金融教育を促進するため，消
費者教育をする金融サービス業務研究所（in-
stitut für finanzdiestleistungen e.V.（iff）），
Haspa，学校・職業教育局（die Behörde für
Schule und Berufsbildung（BSB）），学校・
経済センター（das Zetrum Schule &
Wirtschaft（ZSW））が共同プロジェクトに
結集しました。この「生徒の銀行業」プロジェ
クトの中で８学年から１２学年（１４歳から１８歳
－山口）までの生徒達がロールプレー・ゲー
ム及び Haspa職員とのワークショップでの
助言を受けながら金融のテーマに遊びを通し
てアプローチしていきます。ジロ口座の架空
開設，受信業務，金融逼迫時の理論的やりと
りで生徒達は現実味を帯びた体験をし，また
対応能力を伸ばしていきます。この中で若手
世代が金融サービスのリスクとチャンスを正
しく評価し，市場における大人の消費者とし
ての役割を把握していくのです。
・柔軟なユニット方式システム（３ページ～）
iffが開発した生徒銀行という授業コンセ
プトは，ハンブルクの学校の学習指導要領
（Rahmenplän）と結びついています。これ
は日常の授業内で柔軟に組み込まれるか，プ
ロジェクト週間内の特別授業で遂行されます。
生徒銀行はユニット方式で提供されますが，
個々にまたは相互に置き換えることも可能で
す。
・七つのユニットの概観
＃「ジロの基礎」（Giro Basis）ユニット
「ジロの基礎」ユニットでは生徒達はジロ
口座の基本規定と利用方法を学習します。模
範事例と情報手段を利用して，生徒達は状況
と必要に裏付けられたジロ口座の選択基準を
身につけ，またいろいろな銀行が提供する商
品を調査します。
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＃「ジロの展開」（Giro Plus）ユニット
ジロの基礎以外に，「ジロの展開」ユニッ
トでは生徒達はロールプレー・ゲームを通し
て金融逼迫の原因を調査し，解決方法を探り
ます。
＃「信用の基礎」（Kredit Basis）ユニット
「信用の基礎」ユニットでは生徒達は信用
の規定と多様な信用形態を学習します。見本
事例と情報手段を通して，生徒達は状況と必
要に裏付けられた信用の選択基準を身につけ，
また提供される様々な信用商品の条件を比較
します。
＃「信用の展開」（Kredit Plus）ユニット
（４ページ～）
「信用の展開」ユニットの最初の段階は
「信用の基礎」ユニットの内容を把握します。
第二段階で生徒達はロールプレー・ゲームを
通して金融逼迫の原因を調査し，解決方法を
探ります。
＃「将来に対する備えの基礎」（Versorge Ba-
sis）ユニット
「将来に対する備えの基礎」ユニットでは
生徒達はロールプレー・ゲームを通して将来
に対する備えの重要性を学習します。生徒達
はオーストラリアにおけるワーキング・ホリ
デーの生活費の計算を行い，滞在費捻出のた
めの様々な貯蓄手段を調査し，いろいろな銀
行が提供する商品を比較します。提供商品の
リスクとチャンスを評価し，商品形態の選択
に個人の事情と知的興味・関心を組み込み，
長期的視野に立ち資金計画を立案することを
学習します。
＃「将来に対する備えの展開」（Versorge-
Plus）ユニット
「将来に対する備えの展開」ユニットでは，
オーストラリア滞在時に対する備え（上記参
照）と老齢時に対する備えのテーマを取り上
げます。生徒達はオーストラリア滞在時と個
人的老齢補償との間に類似性を見て取ります。
ロールプレー・ゲームを通して，生徒達は老
齢補償のための金融商品の選択を検討します。
提供される商品を調査すること，老齢補償の
選択する際に個人的事情と生涯計画を組み込
むこと，インフレーションや生活費の変動要
因を考慮に入れること，また老齢補償向け金
融商品のリスクとチャンスを評価することを
学習します。
・新企画！「学費の調達」（５ページ～）
「学費の調達」ユニットでは，生徒達は学
習プラットフォームの助けを借り，また学費
調達のための様々な手段を用意している専門
家のワークショップにより，信頼を勝ち得て
いきます４）。生徒たちが自分達の独自の関心と
将来設計にしたがって老後に備えた模範事例
の計画を立案することができるように，原則
を理解して取引知識を獲得する基礎を形成す
るようにします。授業への取り組みの中で，
生徒達は自分達の学問専攻と職業選択を検討
し，専攻分野の長所と短所について資料を収
集し，教育投資が成果を挙げるかどうか討論
します。その後想定される学費を計算します。
生徒達は一つのフォーラムにおいて，学生た
ちに専攻分野の費用についての経験やその調
達について質問することができます。設定さ
れた課題にもとづき，ワークショップの中で
明らかとなった調査グループの問題をさらに
発展させるのです。このワークショップは授
業内で周到に用意され，熟考されていきます。
教師たちにはこのユニットがもつ最新のメディ
アを使い，また選択幅のある方法を用いてテー
マ設定の際に焦点を定める機会を提供してい
ます。
・「生徒の銀行業」の利点（６ページ～）
＃理論と実践を結合した革新的授業のコンセ
プト
＃多様な選択性をもつ方法（ロールプレー・
ゲーム，専門的ワークショップ，パズルの
グループ，インターネットを利用した調査，
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プレゼンテーションで成果を報告）
＃校外学習と様々な資格をもつ専門家の協力
＃消費者向け機関 iffによる科学的支援
＃現実的なテーマ
＃時代に即した内容を持つコンセプト
＃資料に裏付けられたな授業教材と詳細な背
景資料
＃生徒達の生活状況に対する具体的関与
＃チーム形成力，情報伝達力，表現力という
重要な機能を仲介
＃教師達へ提供される継続的な教育
＃新たなメディアの導入
＃入れ替え可能な授業の経過
＃学生達との意見の交換
・教師達への助言と支援行動（７ページ～）
あなた方が教師として，生徒を支援する立
場にいることは自明です。授業を準備し生徒
達の質問に責任を持って答えることができる
ことが大切です。あなた方は「生徒の銀行業」
のテーマで急速にまた目的を持って継続して
教育を受ける手段を持っています。このため
に ZSWが iffと共同で丸一日を使った継続
教育の機会を提供しています。
さらに iffが作製した，個別テーマ分野ご
との見本事例と詳細な背景情報が付いた授業
のためのコンセプトと教材を提供します。さ
らにこれらに加えて，各ユニットに応じたプ
ロジェクト・バインダーとプラットフォーム
への案内を準備しています。これらについて
の詳細な情報と個別ユニット経過の概要は
www.shulerbankinghh.deで入手すること
ができます。
Haspaでは相談，質問，アドバイスのた
めの各種情報を提供するために，あなた方と
クラス向けに学校近隣の諸支店に固定した相
談員を置いています。あなたの学校でこのプ
ロジェクトを実施する場合にはただちに担当
支店の行員と相談を行い，支店内で生徒達に
助言をする予定日を取り決めていきます。ユ
ニットの専門的ワークショップは，iffが協
力しています。
・照会・申し込み先（８ページ～省略）
・プロジェクトのパートナー（９ページ～）
「生徒の銀行業」プロジェクトは，消費者
教育をする金融サービス業務研究所（institut
für finanzdiestleistungen e.V.（iff）），Haspa，
学校・職業教育局（die Behörde für Schule
und Berufsbildung（BSB）），学校・経済セ
ンター（das Zetrum Schule ＆ Wirtschaft
（ZSW））により提供されています。これら
の機関の協力と教師・生徒達と共同すること
が，科学と金融制度と学校の実践を関連付け
るコンセプトを展開することを可能としてい
ます。このようにして，より実際に近づける
ことで教育力を向上させ，このコンセプトが
もつ金融分野の信頼性と中立性及び実行可能
性を確実にしていきます。
＃消費者教育をする金融サービス機関（insti-
tut für finanzdiestleistungen e.V.（iff））
Iffは長年に渡り一般的金融教育と過剰債
務の防止に携わってきました。その際には消
費者センター及び債務者センターと密接に協
力してきました。消費者との関係を持つ研究
機関として，金融サービスというテーマを重
視してきました。
「生徒の銀行業」プロジェクトは科学的に
進められ，教師達に対して専門テーマに係わ
る背景情報を提供し，継続教育を行い，助言
パートナーとして待機しこのプロジェクトの
評価を行っています。
＃ハンブルク貯蓄銀行（Hamburger Spar-
kasse（Haspa））（１０ページ～）
Haspaは５，５００人の従業員と４５０の支店を持
つドイツ最大の貯蓄銀行です。その最大の強
みは創業以来，顧客の生涯の各局面における
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相談業務です。このため，生徒や若人達の相
談にふさわしい多くの若手従業員を用意して
います。生徒や若人達と同じ目線で相談に乗
り，銀行の各種テーマを分かり易く理解を深
めるように伝えていきます。
Haspaは生徒達への印刷物と授業教材の
提供により，またアドバイスと視聴覚教育用
教材や訓練用教材の供給を行っています。学
校に近隣する各支店ではクラスと教師向けの
固定した助言担当者を置いています。
「生徒の銀行業」プロジェクトを支えるこ
とで，Haspaは以下のことに貢献していま
す。それは，若手世代が職業生活への参加に
備えて，早い時期から金融サービス業務にな
じむようにすることです。職業教育見本市
EINSTIEGの発起人として，Haspaはすで
に若者たち向けの職業オリエンテーションに
おいても貢献してきています。
＃学 校・職 業 教 育 局（die Behörde für
Schule und Berufsbildung（BSB）
BSBはこのコンセプトの発展と教材提供
に関わっています。また学校における「生徒
の銀行業」プロジェクトの導入を支持してい
ます。このプロジェクトで，生徒達は経済教
育―将来の人生管理―の拡大に向けた重要な
土台を獲得します。
＃学校・経済センター（das Zetrum Schule
& Wirtschaft（ZSW）
教師教育と教授法展開のための州立機関に
付属する ZSWは，職業オリエンテーション
と経済教育の分野の資格を導入し，「生徒の
銀行業」と金融の基礎教育のテーマでの継続
教育を提供しています。
３．まとめ
以上ハンブルクの学校における金融教育に
ついて紹介したパンフレットをみてきた。ド
イツにおける金融教育の取り組みには次のよ
うな特色があることが判明した。
第一に日本のような文部科学省という全国
組織がなく，各州が責任を負っていることが
挙げられる。また支援をしている関係機関も
全国組織のものは少なく州単位のものが多い。
ただし，ハンブルクで実施している金融教育
は，すでに述べたが他の地域とも連携してい
る。
ウェブサイトで見ていくと，フランクフル
トでは学校銀行（Schulbank）という名で呼
ばれている金融教育システムがあり，ドイツ
各地でこの種の教育システムが構成されてい
ると推測できる。
第二に，非常に実践的な金融教育が柔軟に
展開されていることである。ユニット方式を
取っているため，学校ごとに組み合わせが自
由に行える。毎週の授業でもよいし，集中講
義の形がとられてもよい。この点では学習指
導要領が確定したうえで，それに沿った規格
化された授業が展開される日本とは相異が見
られる。
第三には生徒の自立性が求められている。
実践的中身としてはオーストラリアでのワー
キング・ホリデーによる滞在経験をもとに生
活費を計算し，その捻出を検討する企画が組
まれている。さらにそれが済むと，次にはこ
の経験を踏まえて，大学進学時の学生生活に
必要とされる費用の計算とその捻出を検討す
る仕組みとなっている。これは実社会に出る
前であっても，自分の生活を自分で管理する
意識を持つように訓練することにつながる。
第四に，教師に対して基礎的及び継続的教
育を保証していることが重要である。このた
めに，学校に隣接する貯蓄銀行が，この業務
を担当する人材を準備している。連絡があり
次第いつでも相談にのるシステムが形成され
ている。私達が聞き取りに応じてくれたHaspa
の担当者ライフ・イプセン氏のご夫人は小学
校の教師ということであり，家庭においても
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つねに情報が交流していることが伺われた。
以上，ドイツにおける金融教育の一端をハ
ンブルクの地で経験し，これを紹介した。こ
の資料が日本における金融教育を促進する一
助となれば幸いである。
――――――――――――
１）英米における金融教育についての日本での
紹介は以下の著作でみられる。山根栄次「金
融教育のマニフェスト」，年明治図書２００６。こ
の中で第３章が「アメリカの学校における金
融教育」，第４章が「イギリスの学校における
金融教育」となっている。また最新のもので
は新保恵志編著『金融・投資教育のススメ―
投資の学び方と投資教育のあるべき姿』金融
財政事情研究会２０１２年。この本では，３章が
「英米の金融教育の現状と日本の金融教育の
課題」となっている。
２）北海道教育大学金融教育プロジェクト執筆・
編集，『未来を担うこどもたちの金融教育－小
学校・中学校・高等学校で実践できる「金融
教育事例集」』，http：／／www．hokkyodai．ac．
jp／finance_net／top．html。このプロジェクト
は数年前から同大学が株式会社北洋銀行と提
携し行っている。平成２３・２４年度には札幌校・
釧路校・旭川校をネットで繋ぐ夏季集中講義
の形でこのテーマでの授業が行われた。筆者
は，この２３年度のホームページを見て，プロ
ジェクト推進者の１人である札幌校の濱地秀
行講師とコンタクトを取った。そして，平成２４
年８月６日から３日間開講された授業の一部
の聴講を依頼したところ，許可してもらうこ
とができた。このため６日の授業に３年目ゼ
ミ生２名を伴い聴講させてもらった。また院
生の竹田は大学院の授業と重なったため，こ
の日は参加できなかったが，７日にこの授業
に１人で聴講生として出席させてもらった。
濱地講師には，この場を用いて御礼申し上
げたい。
なおこのホームページから東京学芸大学と
みずほファイナンシャルグループとの間でも
同様のプロジェクトが進められていることが
わかる。
３）Eine Kooperartion von Instutut für Fi-
nazdienstleistungen e.V., Behörde für Schule
und Berufsbildung der Freie Hansestadt
Hamburg und zentrum Schule & Wirtschaft,
gefördert durch Haspa, Schüler banking,
Wissen zahlt sich aus. なおこの内容は以下
のウェブサイトでも見られる。www.schuler-
bankingdh.deこちらをみると同様のプログ
ラムがフライブルクとエッスリンゲンの３地
域で実施されていることがわかる。
４）ここでいう「学費」は授業料も含むが，ド
イツの授業料は近年導入されたが，長らく無
料であった。導入された授業料も日米比較で
見ると高額なものではなく，学費の内容は学
生生活を送るための生活費が中心である。
１．本稿脱稿後に以下の著作を入手した。今後
この分野では重要文献となるため付加してお
く。貝塚哲明・吉野直行・伊藤宏一［編著］，
『実学としてのパーソナルファイナンス』（日
本ＦＰ学会研究叢書）２０１３年３月，中央経済
社。
２．パンフレット翻訳許可は，イプセン氏の紹
介で iffのアンネ・シェルホーヴェ（Anne
Schelhowe）氏よりいただいた。
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